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こんにちは。南アフリカで開催されたWASLI2011

世界会議は、49カ国から集まって来た約160名の

通訳者に、素晴らしい交流の機会を与えました。

厳しい日程にも関わらず、協力してくださった皆

さん全員に、御礼を申し上げたいと思います。ま

た、一部の方々からは、ご自身は出席できないけ

れども、他の方が出席するための金銭的な支援と

いう、贈り物をいただきました。このスポンサー

制度を支えてくださった支援者の方々、その寛大

な思いのお陰で、多くの発展途上国の通訳者が

WASLI世界会議に参加することができました。そ

して、この会議から多くのことを学び、自分の国

へ持って帰って貢献することができるでしょう。

この数日間は、まさにこのような精神と熱意が溢

れる日々でした。いつものことではありますが、

世界中の通訳者が集まると熱くなります！この会

議についての詳細は、われわれのホームページ、

もしくはFacebookにアクセスしてください 
 
また、今回の会議でWASLI理事会の新しいメ

ンバーが選出されました。以下の通りご紹介い

たします。 

 
副会長 ホセ・ルイス・ブリエバ氏（コロンビア） 

ホセは１７年の通訳経歴を持ち、また盲聾者の通訳と

世話役も務めてきました。彼は、コロンビア手話通訳

協会（ANISCOL）の設立メンバーの一人です。手話通

訳の専門性を高め、その高度な技術を世に示すことに

よって、世界中の聾者の社会的地位を向上させること

にとても積極的な方です。 

 
会計 スーザン・エマーソン氏（オーストラリア） 

スーザンの手話通訳経歴は２０年以上あり、今は修士

課程の翻訳及び通訳コースや、国外では通訳トレーニ

ング・アドバイザーなども務めています。ASLIA ヴィ

クトリアの会長である彼女は、ASLIAの機会創出基金

のコーディネーターでもあります。この基金は、発展

途上国の通訳者が南洋州・オセアニアで研修を受けら

れるためのものです。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
WASLI新会長 

デブラ・ラッセル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ホセ・ルイス・ブリエバ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スーザン・エマーソン 
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アウォイ･パトリック･

マイケル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
サミュエル･ベグミサ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ナイジェル・ハワード 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ホセ・エド二ルソン・
ゴメス・デ・ソーザ・
ジュニア 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
シーナ・ウォルタース 

 
 
 

 
事務局長 アウォイ・パトリック・マイケ

ル氏（ウガンダ）, パトリックは手話通訳を

１０年以上務めてきました。ウガンダで多数

のNGO団体と仕事をしてきた彼は、豊富な

コミュニケーション及び会計の知識を持ち、

この理事会に大いに貢献できるでしょう。 
 
アフリカ地域代表 サミュエル・ベグミ

サ（ウガンダ） 

サミュエルのご両親は聾者です。彼は通訳者

を務めて１８年、手話通訳の指導者でもあり

ます。８年前から聾の子どもの教育指導も務

め、これからも指導を続けるそうです。今回

のアフリカからの１７カ国代表会議で、その

代表として選ばれました。 
 
北アメリカ地域代表 ナイジェル・ハワ

ード（カナダ） 

彼は１７年にわたりダグラス大学で通訳指導

者を務めてきました。３年前からビクトリア

大学でアメリカ手話学のインストラクターに

なった彼は、プロの聾通訳者であり、北アメ

リカ及びヨーロッパでワークショップの講師

及び指導者を１５年以上も務めています。今

後の４年間、彼は喜んで北アメリカの代表を

務めるそうです。 
 
ラテン・アメリカ地域代表 ホ

セ・エド二ルソン・ゴメス・デ・

ソーザ・ジュニア（ブラジル） 

ホセは現在、ブラジリア大学の言語学修

士課程に在籍しています。サンタ・カタ

リナ連邦大学（UFGD分校）文学部通訳

学士コースの講師である彼は、ブラジリ

アン手話通訳者連盟（FEBRAPILS 及び

APILDFの地方協会）の副会長でもありま

す。 
 
南洋州オセアニア地域代表 シーナ・

ウォルタース（オーストラリア） 

シーナは通訳経験が長く、コソボの

国際問題にも携わってきました。今

はニューサウスウェールズ聾者の会

のマネージャーです。聾者の両親を

持つ彼女は、多方面にCODAの課題

を持ち込んできました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サザン・サン・エレガニホテル  

WASLI2011会場, 
   

南アフリカ、ダーバン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ホテルからの素晴らしい眺め 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

WASLI2011参加者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

WASLI新事務局長の働きぶり 
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スチュアート・アンダ

ーソン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

イゴール・ボンダレンコ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市川恵美子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
セルマン・ホティ 

 

 
 

ヨーロッパ地域代表スチュアート・ア

ンダーソン（ロンドン在住スコット

ランド人） 

スチュートは教員の資格を持ち、損害

査定人兼内部査定員でもあります。

聾通訳者である彼は現在、翻訳の専

門資格を取る為の勉強をしていま

す。2011年中に取得予定です。

WASLI理事会を通して、ヨーロッ

パ各地の通訳者や関係者と一緒に仕

事ができて光栄に思っています。 

 

ロシア・コーカサス及び中央アジア地

域代表 イゴール・ボンダレンコ（ウ

クライナ） 

イゴールは毎日、キエフの全国放送テ

レビニュースの通訳を務めています

が、もともと全国聾者協会の通訳でし

た。彼は最近、所属地域の通訳者会議

を手掛けたばかりです。ロシア語とウ

クライナ語に精通する彼は、WASLI

とこの地域の架け橋となるでしょう。 

アジア地域代表 市川恵美子（日本） 

恵美子は引き続きこの重役を引き受けてく

れました。2005年、WASLIが南アフリカで

創立した当初から関わって来た彼女は、通

訳のベテランであり、日本国内の通訳者と

聾協会との架け橋役も務めています。彼女

は日本で惜しみなくWASLIに貢献してくれ

ており、彼女が募る寄付金がいつもWASLI

の純利益に貢献しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

  
 

  
 

  
 

バルカン半島代表 セルマン・ホティ 

（コソボ） 

WASLIが２００７年にバルカン半島地域

を設立した時から関わって来たセルマン

は、サミュエルやシーナ、スーザンと同

様、彼の両親も聾者です。彼は全国聾者

協会で通訳を務め、地域の通訳者に研修

の機会を与えた人物です。通訳者として

また指導者として、地元の聾者の現状を

改善しようと、これからも力を惜しみま

せん。 

  
 

  
 

  
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

  
 

  
 

 

2011世界会議の報告事項 

 

実務グループの皆さんが、各国の通訳者教育

ガイドラインを取り纏めるために、18 ヶ月の

時間を費やし、ついに完成の日を迎えまし

た。近日 WASLI のホームページで公開予定

です。世界の動きに興味のある方は、ぜひこ

のガイドラインの焦点である倫理要綱と綱領

の部分に目を通してください。そして、お友

達にも紹介してください。 

 

ゼイン・ヒーマ氏とリズ・スコット・ギブソ

ン氏に終身会員の名誉を授与しました。

WASLI に入会して以来、多大な貢献をなさっ

てきたお二方です。特にリズ・スコット・ギ

ブソン氏の業績は、WFD にも認められていま

す。おめでとう、リズ！ 

 

今回の開会式は、46 名にもおよぶダンサーが

披露したズールーダンスの後、WFD 会長マル

ク・ヨキネン氏によって、会議の幕が開きま

した。続いては、南アフリカろう協会会長兼

世界ろう者会議の議長のブルノ・ドルチェン

氏のご挨拶、コリン・アレン（WFD 現会長）

からは大変啓発的な基調演説をいただきまし

た。アレン氏は、通訳者とろう者、国内、ま

たは国家間の繋がりの重要性を強調しまし

た。 

 

歓迎会はサザン・サン・エランゲニ・ホテル

の屋外プールで行われた。インド洋を見下ろ

しながら、皆さんは星空の下で、ダンスを楽

しんだり、新しい友達を作ったり、古い友人

との再会に感動したりしていました。 

 

ギャローデット大学に所属するリサ・ショー

博士とスティブン・コリンズ博士は、残念な

がら欠席でした。われわれのために論文やポ

スター発表の選考をなさって、心からお礼を

申し上げます。そのおかげで、様々な発表者

から、バラエティ豊かな研究テーマや実例報

告を聞くことができました。また、ブレンダ

ン・コステロさん（スペイン）とマリー・ズ

ーマンさん（アメリカ）が議事録を作成して

くださるので、数ヶ月後に完成した時、皆さ

んはご購入を忘れないでください。 
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（WASLI世界会議開催前）WASLI前理事たちによ

る2011理事会。 

前列：ゼイン・ヒーマ、デブ・ラッセル、リズ・ス

コット・ギブソン。 

後列：マルコ・ナルディ、ジョージ・メイジャー、

フアン・ドゥルエッタ。 

スカイプ：ホセ・ルイス・ブリエバ 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多くの出席者にとって、WASLIの活動を間近で経験するのが初めてでした。二日間のプ

ログラムには、各地域代表の国別報告が組み込まれました。ジンバブエ、ナイジェリア、

ザンビア、サウジアラビア、パナマ、チリ、ウクライナ、コスタ・リカ、カンボジア、日

本、スウェーデン、メキシコなどなど、たいへん啓発的な話題ばかりだったし、そこから

共通の課題を見いだすこともできました。これからはますますいそがしくなりそうです

ね。特に聾者の社会的立場を高めようと、地球規模に働きかけなくてはなりません。ザン

ビア代表のお話が一番忘れがたいです。彼は、今回の経験を「初体験の連続」と表現しま

した。初めて飛行機に乗り、初めて海を見て、初めて世界会議に出席し、初めて研修を受

け、そして、WASLIが人々の人生を変えた瞬間を見届けたのも初めてだったそうです。

各地域の国別報告は、WASLIのホームページからダウンロードすることができます。 

 

この世界会議の公用語は英語と国際手話でした。イギリスから参加したクリストファー・

ストーン博士は大変優秀な手話通訳チームを引率してきました。皆さんは、ろうの参加者

にのみならず、英語の不得意な参加者にも自発的に働きかけてくださりました。 

 

WASLI は様々な媒体を活用し始めました。写真、フェイスブック、ツイッター、ビデオ

など。ニューヨークのニコール・モンタグナ氏とバーモントのパトリック・ガラッソ氏及

びそのチームメンバーのおかげで、会議の映像や音声記録などが世界に向けてうまく発信

されました。 

 

WASLIは初めてWFD総会に招かれ、式辞を述べました。このような機会をいただき、大

変光栄に思いました。WASLI理事会一同も、今後の４年間を通して、WFD理事会と手を

組んで、様々なプロジェクトを実施できることにわくわくしています。特に自然災害時に

おける通訳活動が、重点プロジェクトの一つです。この件について、2011年8月に開催さ

れたASLIA会議で、すでにコリン・アレン氏と検討し始めました。 

 

ここに掲載している写真が、ガラ晩餐会で皆さんがどのように「心の言語」を駆使して経

験を共有し、出身地や言葉の壁を乗り越えて、友情を築き上げたかを見せてくれます。多

くの出席者が出身地の民族衣装をまとっていたため、このようなカラフルな写真が撮れた

わけです。皆さんは、各自のメッセージを発信したり、世界中の通訳者が同席するこの経

験を楽しんだりしていました。通訳の役割が世界的に認められるよう、知識や情熱、約束

などを交わしました。 

 

 
新しい理事会は今、転換期を迎え、今後の

戦略を練り直すところです。この組織は歴

史が浅く、遣ることがたくさんあります。

皆さんのご協力が必要です。WASLIの発

展に貢献し、各地域の活動にもぜひご協力

ください。 個人会員の勧誘とか、他の国

のスポンサーになるとか、発展途上国の通

訳者を支援するなど、ご自身の才能を惜し

みなく委員会に貢献してください。また、

お気軽にWASLI理事会にご連絡くださ

い。ホームページwww.wasli.org.に我々

の連絡先が載っています。最後に、次回の

世界会議は2015年トルコのイスタンブー

ルで開催予定です。お金を貯めておきまし

ょうね！  

 

ご連絡をお待ちしております。ご支援をよ

ろしくお願いします。 

WASLI会長 デブラ・ラッセルより 

WASLI2011を 

楽しんでま～す! 




